
 

 

 

 

 
 

 

 

                                       

( 1 ) 多 面 的 観 点 か ら の 課 題  

( 1 ) - 1 . 被 災 状 況 把 握 手 法 の 高 度 化 ( 情 報 の 観 点 )  

 複 合 災 害 で は 、 広 域 同 時 被 災 し 、 人 員 が 限 ら れ る 状

況 で 、 被 災 の 全 容 把 握 や 安 全 度 の 評 価 ・ 共 有 が 滞 る 。

そ の 結 果 、 後 発 災 害 発 生 ま で の 短 い 時 間 で 危 険 個 所 を

特 定 で き ず 、 連 鎖 的 な 被 害 を 招 く 。 よ っ て 情 報 の 観 点

か ら 、 被 災 エ リ ア 全 体 の 変 状 把 握 を 迅 速 化 す る 、 被 災

状 況 把 握 手 法 の 高 度 化 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 2 . 災 害 デ ー タ 分 析 環 境 の 整 備 ( 技 術 の 観 点 )  

  地 震 と 大 規 模 な 河 道 閉 塞 以 外 の 複 合 災 害 は 、 相 互 作

用 を 表 現 で き る 解 析 技 術 が 不 足 し て い る た め 、 定 量 的

な 評 価 が 難 し く 優 先 順 位 の 衝 突 を 招 く 。 複 数 の 災 害 が

相 互 作 用 す る 複 合 災 害 の 定 量 評 価 は 、 分 野 を 横 断 し て

デ ー タ 分 析 が 必 要 だ が 、 単 一 災 害 ご と に 収 集 さ れ た デ

ー タ は 各 分 野 内 で の 利 活 用 に と ど ま る 。 よ っ て 技 術 の

観 点 か ら 、 異 な る 災 害 デ ー タ を 統 合 し 相 互 作 用 を 解 析

で き る 技 術 基 盤 の 整 備 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 3 . 広 域 的 な 連 携 体 制 の 構 築 ( 体 制 の 観 点 )  

 複 合 災 害 で は 、 地 域 を 超 え て 被 害 が 拡 大 す る 。 し か

し 、 従 来 の 自 治 体 ご と の 防 災 体 制 で は 、 行 政 区 分 外 の

影 響 を 考 慮 し た ス ク リ ー ニ ン グ が 十 分 に で き な い 。 そ

の 結 果 、 広 域 同 時 被 災 で 複 数 災 害 が 相 互 に 影 響 す る 状

況 を 把 握 で き ず 、 後 発 災 害 へ の 対 応 が 遅 れ 、 被 害 が 連

鎖 的 に 拡 大 す る 。 よ っ て 体 制 の 観 点 か ら 、 地 方 自 治 体

の 垣 根 を 越 え た 広 域 的 な 連 携 体 制 の 構 築 が 課 題 で あ る 。 



 

 

 

 

 
 

 

 

                                       

( 2 ) 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

( 2 ) - 1 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 理 由  

 私 は ( 1 ) - 1 の 課 題 が 最 も 重 要 だ と 考 え る 。 理 由 は 、 他

の 課 題 を 解 決 す る た め の 前 提 で あ り 、 被 災 状 況 の 把 握

が 遅 れ れ ば 、そ の 後 の 対 策 は 機 能 し 得 な い か ら で あ る 。 

( 2 ) - 2 . 解 決 策  

1 ) 上 空 ・ 遠 隔 か ら の 状 況 把 握 : 上 空 か ら の 多 層 的 な 観 測

に よ り 被 災 エ リ ア 全 体 の 変 状 を 迅 速 か つ 遠 隔 で 把 握 す

る 。 具 体 的 に は 、 S A R 衛 星 で 広 域 的 な 変 状 を 特 定 し 、

人 が 立 ち 入 れ な い 箇 所 は ド ロ ー ン 等 で 詳 細 な 3 次 元 デ

ー タ を 取 得 す る 。 こ れ に よ り 、 広 域 同 時 被 災 で 現 場 に

入 れ な い 初 動 期 で も 、 被 災 状 況 を 迅 速 に ス ク リ ー ニ ン

グ す る こ と で 、後 発 災 害 の 危 険 箇 所 を 早 期 に 把 握 す る 。 

2 ) セ ン サ ー に よ る 状 況 把 握 : イ ン フ ラ 施 設 等 へ セ ン サ

ー を 配 置 し 、人 員 に 頼 ら な い 客 観 的 な 変 状 検 知 を す る 。

具 体 的 に は 、浸 水 セ ン サ に よ る 浸 水 範 囲 の 自 動 検 知 や 、

斜 面 の 傾 斜 計 等 に よ る 施 設 の 微 細 な 動 き の 遠 隔 か ら の

常 時 モ ニ タ リ ン グ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 被 災 後 の 状 況

変 化 を リ ア ル タ イ ム で 監 視 し 、 人 員 が 分 散 す る 複 合 災

害 で も 、 被 害 情 報 の 収 集 を 補 完 す る 。  

3 ) A I の 活 用 : A I を 活 用 し て 、 膨 大 な デ ー タ か ら 被 害 箇

所 を 自 動 抽 出 し 被 災 情 報 の 処 理 を 迅 速 化 す る 。 具 体 的

に は 、映 像 か ら 浸 水 範 囲 や 崩 落 を A I で 自 動 抽 出 し て 地

図 上 に マ ッ ピ ン グ す る ほ か 、 衛 星 や S N S 等 の 情 報 を 統

合 し て 刻 々 と 変 化 す る 被 害 状 況 を 常 時 推 計 す る 。 こ れ



 

 

 

 

 
 

 

 

                                       

に よ り 、 広 域 か つ 多 様 な 情 報 源 を 統 合 し 、 限 ら れ た 時

間 で の 全 容 把 握 を 可 能 と す る 。  

( 3 ) リ ス ク と 対 策  

1 ) 生 じ う る リ ス ク : 被 災 状 況 の 把 握 を 高 度 化 さ せ る た

め に は 、 デ ジ タ ル 技 術 が そ の 核 と な る 。 し か し 、 こ れ

ら の 技 術 へ の 依 存 を 深 め る と 、 災 害 時 に お け る 停 電 ・

通 信 障 害 の 影 響 が よ り 深 刻 化 す る リ ス ク が あ る 。  

2 ) リ ス ク へ の 対 策 : 通 信 障 害 に 備 え 、 複 数 の ネ ッ ト 回 線

や 衛 星 通 信 を 用 意 し て お く 。 ま た 、 電 源 喪 失 に 備 え 、

発 電 機 等 の 代 替 電 源 を 用 意 す る 。 シ ス テ ム 障 害 に は 、

複 数 サ ー バ ー の 分 散 配 置 と 定 期 的 な デ ー タ バ ッ ク ア ッ

プ を 実 施 す る 。 こ れ ら に よ り 、 複 合 災 害 時 で も 機 能 を

維 持 で き る 冗 長 性 を 確 保 す る 。  

( 4 ) . 業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

1 ) 技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点 : 公 益 の 確 保 が 要 件 で あ

る 。 複 合 災 害 の 発 生 リ ス ク の 高 ま っ た 状 況 に お け る 判

断 や 評 価 を 行 う 際 に は 、 最 悪 の シ ナ リ オ を 想 定 す る こ

と や 中 立 の 立 場 か ら の 視 点 に 留 意 す る 。 ま た 、 リ ス ク

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 際 は 、 不 確 実 性 を 含 む 情 報

の 限 界 を 明 示 し つ つ 丁 寧 に 説 明 す る こ と に 留 意 す る 。  

2 ) 持 続 可 能 性 の 観 点 : 現 世 代 の 利 益 の た め に 、 将 来 世 代

に 過 度 な 負 担 を 生 じ さ せ な い こ と が 要 件 で あ る 。 被 災

状 況 把 握 の 高 度 化 に お い て は 、 環 境 負 荷 や 維 持 コ ス ト

等 へ の 影 響 も 総 合 的 に 考 慮 し 、 シ ス テ ム を 最 適 化 す る

こ と に 留 意 す る 。  以 上 。  


